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大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

（
大
分
県
労
福
協
）
は
、
６
月
30

日
（
月
）
第
23
回
定
期
総
会
で
決

定
さ
れ
た
、
08
年
度
活
動
方
針
に

基
づ
い
て
、
具
体
的
取
り
組
み
の

展
開
や
当
面
す
る
日
程
に
つ
い

て
、
８
月
７
日
開
催
の
「
第
１
回

三
役
会
議
」
協
議
し
、
８
月
27
日

開
催
の
「
第
２
回
幹
事
会
」
で
そ

の
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
年
間
主
要
計
画
に
つ
い

て
の
行
事
予
定
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
取
り
組
み
に
あ

た
っ
て
は
、
連
合
大
分
・
各
事
業

団
体
・
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

●
発
行
は
６
回
／
年
　

奇
数
月
の

　

初
旬
（
原
則
１
日
）
発
行

●
機
関
誌
の
構
成

★
１
〜
２
面

　

県
労
福
協
・
地
区
労
福
協

★
３
〜
８
面

　

全
労
済
大
分
県
本
部
・
大
分
県

　

総
合
生
協
・
大
分
県
勤
労
県
民

　

共
済
会
・
大
分
県
生
協
連
合
会
・

　

大
分
県
勤
労
者
医
療
生
協
・
九

　

州
労
働
金
庫
大
分
県
本
部
（
各

　

一
面
）

●
詳
細
は
、
各
事
業
団
体
の
編
集

　

委
員
に
よ
る
編
集
会
議
で
検
討

　

し
、
適
宜
・
適
切
な
ニ
ュ
ー
ス

　

伝
達
な
ど
、
内
容
の
工
夫
・
充

　

実
を
図
り
ま
す
。

●
対
県
要
請
に
つ
い
て
は
、
連
合

　

大
分
や
事
業
団
体
と
の
調
整
を

　

図
る
中
で
、
労
働
者
福
祉
の
拡

　

充
に
向
け
た
県
行
政
と
し
て
の

　

改
善
に
絞
り
込
ん
で
要
請
を
行

　

い
ま
す
。

●
要
請
お
よ
び
労
働
者
福
祉
意
見

　

交
換
会
の
実
施
日
は
10
月
29
日

　

で
す
。

●
対
応
は
県
労
福
協
三
役
が
行
な

　

い
ま
す
。

●
開
催
時
期
は
、
中
央
労
福
協
の

　

福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
９
〜
11

　

月
）
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

研
修
内
容
は
、
講
演
形
式
と
し
、

　

講
師
は
幅
広
い
分
野
か
ら
検
討

　

し
ま
す
。

●
開
催
日
時…

08
年
11
月
10
日（
月
）

　

13
時
30
分

●
場
所…

全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
７
Ｆ

●
参
加
要
請…

加
盟
組
織
の
役
職

　

員
（
100
名
規
模
）

●
構
成
会
員
の
親
睦
を
兼
ね
て

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
と
し
て
開

　

催
し
、
参
加
者
に
よ
る
カ
ン
パ

　

を
福
祉
団
体
へ
寄
付
し
ま
す
。

●
開
催
日
時…

08
年
10
月
18
日（
土
）

●
場
所…

大
分
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル

　

フ
倶
楽
部

●
参
加
要
請…

県
労
福
協
加
盟
お

　

よ
び
友
誼
団
体
、
組
織
の
役
職

　

員
約
80
名
（
20
組
）

●
全
会
員
を
対
象
と
す
る
「
県
労

　

福
協
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
今
年

　

度
も
「
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
と

　

し
て
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時…

09
年
３
月
22
日（
日
）

　

13
時
〜

●
場
所…

明
野
Ｏ
Ｂ
Ｓ
ボ
ウ
ル

●
参
加
要
請…

加
盟
組
織
お
よ
び

　

地
区
労
福
協
の
代
表
者
108
名

　

（
36
チ
ー
ム
：
３
名×

36
Ｒ
）

　

●
勤
労
者
の
文
化
活
動
の
輪
を
ひ

　

ろ
げ
、
余
暇
生
活
を
よ
り
豊
か

　

な
、
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た

　

め
に
、
大
分
県
・
大
分
県
労
政

　

協
会
・
大
分
県
労
福
協
の
共
催

　

で
行
い
ま
す
。

●
申
込
期
間…

09
年
１
月
13
日（
火
）

　

〜
２
月
13
日（
金
）

　

出
品
申
込
書
に
記
入
の
上
、
最

　

寄
の
振
興
局
か
大
分
県
商
工
労

　

働
部
労
政
福
祉
課
（
作
品
搬
入

　

は
別
途
）

●
開
催
期
間…

09
年
３
月
４
日（
水
）

　

〜
３
月
８
日（
日
）

●
場
所…

大
分
県
立
芸
術
会
館

●
部
門…

絵
画
、
書
道
、
写
真
、

　

彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
イ

　

ラ
ス
ト

●
審
査
員
に
よ
る
作
品
指
導…

09

　

年
３
月
８
日（
日
）12
時
30
分
〜

　

13
時
50
分

　

芸
術
会
館
展
示
会
場

連 　 合 　 大 　 分
主 要 産 別 ・ 単 組
労 　 働 　 金 　 庫
全 労 済
総 　 合 　 生 　 協
県 　 生 　 協 　 連
勤 労 者 医 療 生 協
県 民 共 済 会
労 働 福 祉 会 館
地 区 労 福 協
高 　 退 　 連
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年
間
主
要
日
程

年
間
主
要
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程

年
間
主
要
日
程

新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
す
！

新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
す
！

新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
す
！

機
関
紙

「
お
お
い
た
労
福
協
」の
発
行

Ⅰ

第
12
回
役
職
員
親
善
交
流

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅳ

第
37
回
ス
ポ
ー
ツ

（
ボ
ー
リ
ン
グ
）大
会

Ⅳ

大
分
県
労
福
協
福
祉
研
修
会

Ⅲ

09
年
度
大
分
県
当
初
予
算

に
関
わ
る
要
請
お
よ
び

労
働
者
福
祉
意
見
交
換
会

Ⅱ

文
化
活
動

「
第
52
回
大
分
県

　
　

  

勤
労
者
創
作
美
術
展
」

Ⅵ

大分県
労福協



毎
号
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も

多
く
の
読
者
の
声
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

編
集
部

・
保
健
・
医
療
に
携
わ
る
仕
事
を

　

し
て
い
ま
す
が
国
の
打
ち
だ
す

　

制
度
や
言
動
に
腹
が
た
っ
て
な

　

り
ま
せ
ん
。
ジ
レ
ン
マ
に
も
陥

　

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

国
東
市
（
女
性
）

・
労
福
協
ク
イ
ズ
38
号
の
答
え
を

　

考
え
て
い
て
、
改
め
て
肝
臓
の

　

大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

　

た
。
こ
れ
か
ら
は
好
き
な
お
酒

　

を
ほ
ど
ほ
ど
に
し
た
い
と
思
い

　

ま
す
。
　
　

別
府
市
（
男
性
）

・
農
業
関
係
の
職
場
で
す
。
よ
ろ

　

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
原
油
高

　

騰
で
大
変
な
事
に
な
っ
て
い
ま

　

す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
交
渉
も
悪
い
合
意

　

に
な
り
ま
し
た
。
今
こ
そ
、
自

　

民
党
に
反
対
の
意
見
を
衆
議
院

　

選
挙
に
勝
利
を
。

大
分
市
（
男
性
）

第 82 号 2008年９月１日　(2)労 福 協 　 ☎097-533-1106

・ハガキに、①、②、③それぞれの答えを書き、
　住所、氏名、職場名を明記の上送付して下さい。
・締め切り2008年９月30日消印有効。
　正解者の中から抽選により、10名の方に図書
　券をお送りします。
　当選者発表は、機関紙83号

〒870-0035　大分市中央町4丁目2番5号
　大分県労働福祉会館（ソレイユ）2F
大分県労働者福祉協議会編集委員会宛

◎この機関紙へのご意見ご感想などお寄せ下さい。

応 募
方 法

あ て
先

第
38
回（
機
関
紙
81
号
）

ク
イ
ズ
の
答
え

○39労福協クイズ労福協クイズ労福協クイズ

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声

こ
の
他
に
も
ご
意
見
ご
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

先
般
、
第
16
回
竹
田
地
区
労
福

協
定
期
総
会
（
２
０
０
８
年
７
月

１
日
）
及
び
第
14
回
臼
津
地
区
労

福
協
定
期
総
会
（
２
０
０
８
年
７

月
16
日
）
が
夫
々
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
に
、
竹
田
労
金
高
橋
支
店

長
、
全
労
済
佐
伯
冨
松
店
長
を
迎

え
、
副
田
会
長
が
「
未
組
織
労
働

者
の
組
織
拡
大
に
力
を
注
ぎ
た

い
」
と
挨
拶
。
順
調
に
議
事
が
す

す
み
、
２
０
０
８
年
度
の
活
動
方

針
で
は
、①
自
治
体
要
請
行
動
で
、

労
福
協
事
業
の
補
助
金
の
継
続
に

取
り
組
む
。②
労
金
運
動
や
全
労

済
・
総
合
生
協
運
動
の
き
め
細
か

い
推
進
活
動
を
展
開
す
る
、
な
ど

の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
薬
師
寺
会
長
か
ら
、
労

働
者
福
祉
活
動
の
重
要
性
を
強
調

し
た
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
足

立
参
議
、
久
原
県
議
よ
り
来
賓
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
活
動
方
針
の

中
で
は
、①
未
組
織
労
働
者
を
含

め
た
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
、

労
働
者
福
祉
運
動
へ
の
参
加
呼
び

か
け
を
行
う
。②
臼
津
に
は
な
い

事
業
団
体
（
医
療
生
協
）
に
つ
い

て
の
学
習
会
を
実
施
す
る
、
な
ど

の
議
論
を
行
い
新
方
針
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
大
分
県
労
福
協
の
諸
冨

事
務
局
長
は
、
夫
々
の
定
期
総
会

の
挨
拶
で
、「
多
重
債
務
、
生
活

保
護
な
ど
、
貧
困
を
苦
に
自
殺
者

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
放
置
で

き
な
い
。
大
分
地
区
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
何
で
も
相
談

事
業
）
を
幅
広
く
活
用
し
て
も
ら

え
る
教
宣
活
動
を
行
っ
て
欲
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

竹
田
地
区
労
福
協
定
期
総
会
模
様

臼
津
地
区
労
福
協
定
期
総
会
模
様

①現在、県内の各地区で全労済・総合生協グループがおこ
　なっている相談会の名称はなんでしょうか？
　❶暮らしのなんでも相談会　❷暮らしのあれこれ相談会
　❸暮らしのまるごと相談会
②全労済の主力共済であるこくみん共済の基本タイプは、
　いくつあるでしょうか？
　❶５タイプ　❷７タイプ　❸９タイプ
③九州ろうきん大分県本部のブロック別推進研修会の県統一
　テーマは？

＝
敬
称
略
＝

松
尾
　

秀
幸（
大
分
市
）

伊
藤
　

典
子（
国
東
市
）

金
田
　

雅
史（
国
東
市
）

佐
藤
　

良
子（
大
分
市
）

大
津
　

恵
子（
佐
伯
市
）

菅
　

智
佳
子（
日
出
町
）

岡
部
　

純
子（
国
東
市
）

古
屋
慎
一
郎（
別
府
市
）

都
留
　

俊
明（
日
出
町
）

村
山
美
津
子（
別
府
市
）

①  

小
久
保
裕
紀

②  

肝
臓

機
関
紙
81
号
の
第
38
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

簡単な設問ですので奮ってご応募ください。

竹
田
・
臼
津
地
区
定
期
総
会
開
催

竹
田
・
臼
津
地
区
定
期
総
会
開
催



組合員の皆さまへ

改定

(3)　第 82 号 2008年９月１日全労済大分県本部 ☎097-548-5552

お問い合せは　全労済大分県本部　　☎097-548-6031

　

全
労
済
大
分
県
本
部
は
、
去
る

７
月
31
日
に
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
に

お
い
て
、
第
８
回
通
常
総
代
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。総
代
定
数

205
名
中
、
出
席
総
代
121
名
、
委
任
出

席
81
名
、
計
202
名
に
よ
り
総
代
会

が
成
立
し
、
議
長
団
に
は
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
大
分
地
方
本
部
の
佐
藤
守

洋
総
代
・
ヨ

ロ
ズ
大
分
労

組
の
伊
藤
和

海
総
代
の
両

氏
を
選
出
し

ま
し
た
。

　

羽
明
省
三

全
労
済
大
分

県
本
部
理
事

長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
の

連
合
大
分
　

嶋
﨑
龍
生
会
長
、
労

働
者
福
祉
事
業
団
体
を
代
表
し
て

労
福
協
　

諸
冨
幹
夫
事
務
局
長
、

大
分
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
を

代
表
し
て
太
田
耕
作
専
務
理
事
の

そ
れ
ぞ
れ
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
つ
い
て
は
、
第
１

号
議
案
「
２
０
０
７
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件
」、
第
２
号
議
案
「
全

労
済
本
部
総
会
の
議
案
審
議
の

件
」以
下
、
第
９
号
議
案「
そ
の
他
」

ま
で
、
貴
重
な
ご
意
見
や
要
望
を

い
た
だ
く
な
か
で
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
、
総
代
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
役
員
補
充
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
役
員
体
制
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
度
　

役
員
一
覧

（
全
労
済
）

（
連
合
大
分
）

（
全
労
済
）

（
連
合
大
分
）

（
自
治
労
）

（
日
教
組（
県
教
組
））

（
日
教
組（
高
教
組
））

（
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
）

（
電
機
連
合
）

（
基
幹
労
連
）

（
Ｊ
Ｐ
労
組
）

（
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
）

（
情
報
労
連
）

（
化
学
総
連
）

（
全
国
一
般
）

（
私
鉄
総
連
）

（
全
労
済
）

（
西
大
分
地
区
推
進
委
員
会
）

（
東
大
分
地
区
推
進
委
員
会
）

（
別
杵
地
区
推
進
委
員
会
）

（
臼
津
地
区
推
進
委
員
会
）

（
豊
肥
地
区
推
進
委
員
会
）

（
県
北
地
区
推
進
委
員
会
）

（
久
大
地
区
推
進
委
員
会
）

（
佐
伯
地
区
推
進
委
員
会
）

（
中
央
推
進
会
議
）

（
連
合
大
分
）

（
労
福
協
）

理

事

長

副
理
事
長

専
務
理
事

理

事

々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々

監

事

長

監

事

々

羽
明　

省
三

嶋
﨑　

龍
生

川
辺　
　

修

佐
藤　

寛
人

村
田　

正
利

森　
　

政
文

横
道　

信
哉

羽
田　

周
二

髙
橋　

和
善

開
田　

恵
三

広
瀬　

文
明

安
東　

伸
彦

亀
井　

弟
二

工
藤　

健
一

朝
来　

素
生

竹
下　

正
行

椋
野
美
智
子

馬
見
塚　

剛

野
畑
由
紀
夫

矢
須
田　

士

長
田　

徳
行

安
東　

大
暁

久
恒　
　

薫

後
藤　

幸
紀

上
田　
　

徹

阿
部　
　

巌

後
藤　

泰
宏

諸
冨　

幹
夫

 

死亡から入院まで総合的な保障を

5日以上入院したとき

交通事故の場合1日目から
日額5,000円の保障。

月々の
掛　金1,800円

新規加入年齢

満15歳～満59歳

満60歳からのけがを保障

月々の
掛　金2,000円

新規加入年齢

満60歳～満79歳

入院・通院・女性特有の病気にも充実の保障を

けがや病気などで

日帰り入院から
日額6,000円の保障。

月々の
掛　金1,600円

新規加入年齢

満0歳～満59歳

元気なお子さまの安心のために

年齢によって、ご加入いただけるタイプが変わります。

紹介キャンペーン
親戚

その他にも、 がございます。

全国で703万件※に選ばれているこくみん共済は9タイプに、さまざまな年代にあった保障をお届けします。（お子さまには「キッズタイプ」がおすすめ。）

けがや病気などで入院したとき

日額5,000円の保障。
※1日目から最高365日分の
　　　　お支払いとなります。 改定

交通事故や不慮の事故の入院

日額10,000円を保障。
※5日以上入院のとき

月々の
掛　金900円

新規加入年齢

満0歳～満14歳

1日目から最高180日分の
お支払いとなります。

※

※2008年6月末現在

新しく組合員になられる方へ（出資金について）
全労済は消費生活協同組合法にもとづき、非営利で共
済事業を営む生活協同組合の連合会です。生活協同組
合は、組合員の参加により運営されており、出資金を
お支払いいただければ、どなたでも都道府県生協の組
合員となることができ、各種共済に加入できます。新し
く組合員となられる方には、生活協同組合運営のため
に出資（1,000円以上）をお願いしています。

友人 知人

に、保障の相談又は
ご加入いただける方を

ご紹介ください！全労済の
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大
分
県
総
合
生
協

通
常
総
代
会
開
催

2008
年度

　
　

大
分
県
総
合
生
協
は
７
月
31

日
（
木
）
ソ
レ
イ
ユ
に
お
い
て
、
２

０
０
８
年
度
通
常
総
代
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

総
代
数
205
名
中
、
出
席
総
代
121

名
、
委
任
出
席
者
81
名
、
計
202
名
に

よ
り
２
０
０
８
年
度
総
合
生
協
通

常
総
代
会
が
成
立
。

　

議
長
団
に
は
佐
藤
守
洋
議
長

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
大
分
地
方
本

部
）、
伊
藤
和
海
議
長
（
ヨ
ロ
ズ
大

分
労
組
）
が
就
任
。各
議
案
に
つ
い

て
は
昨
年
度
の
事
業
報
告
を
は
じ

め
今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
、
異

議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
総

代
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。２

０
０
８
年
度
の
役
員
体
制
は
次
の

通
り
で
す
。

元祖ドーム弁当＋お茶付（大人、子供同額）
10,500円10,500円10,500円9月23日●火・祝

vs 日本ハム
佐伯（7：00）＝大分（8：30）＝別府（8：50）＝（高速道路・都市高速）＝福岡Yahoo!JAPANドーム（11：30）
貸切バスにて各地出発！　　　　　　　　　　※13：00試合開始までごゆっくりお過ごし下さい（元祖ドーム弁当＋お茶付）

福岡ソフトバンクホークス 公式戦観戦　A内野指定席
※試合終了後、貸切バスで各地へ 予定時刻17：00頃

福岡Yahoo!JAPANドーム＝（都市高速・高速道路）＝別府（19：00頃）＝大分（19：30頃）＝佐伯（20：50頃）

詳しくは、総合生協旅行センターへお問い合せください。 ☎097-548-5515
FAX097-538-2456　旅行企画実施：大分県知事登録旅行業第2-40　総合旅行業務取扱管理者／十時照美

■出 発 地　佐伯・大分・別府 各地出発（添乗員同行）

■募集人員　40名（最少催行人員30名）
■集合場所等を明記した最終行程表を出発前にお渡しいたします。
　詳しくは係員にお尋ね下さい。
　　　　　本ツアーは観戦チケットの都合上、取り消し、人員の減員は取消料がかかります
　　　　　ので、ご注意ください。
15日前：無料　14～6日前：20％　5～2日前：30％　前日：40％　当日（出発前）：50％　出発後：100％

お申し込み
のご案内

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

旅
行
出
発
日

旅
行
代
金

イメージキャラクター

人と自然がよりそう街

かたしまくん

グリーンウッドかたしま台
確かな品質と安心の住み心地。くらしの夢が広がる新しい住まいをぜひご覧ください！

区画ＮＯ．１-８-２

４ＬＤＫ（木造軸組工法）

オール電化 エコキュート
フルオート３７０ℓ

全室照明付

総合生協の家

好評販売中
モダンな外観が特徴的な
家族の笑顔と光にあふれた
広いリビングの家。

販売
価格

※諸経費は別途申し受けます。※平面図及び完成予想図はグリーンウッドかたしま台販売センターへお問い合せください。

●オール電化（エコキュート）で安全・安心。省エネ。

●大きな吹抜けのあるＬＤで開放的。

●モダンな外観スタイル。

●広いウォークインクローゼット。

●うれしい書斎コーナー。

●使いやすく明るいカウンターキッチン。

見どころポイント

土地・建物・外溝・消費税込み

この立地でこの
価格！！

3,158.1万円

２
０
０
８
年
度
　

役
員
一
覧

（
全
労
済
）

（
連
合
大
分
）

（
全
労
済
）

（
連
合
大
分
）

（
自
治
労
）

（
日
教
組（
県
教
組
））

（
日
教
組（
高
教
組
））

（
U
I
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
）

（
電
機
連
合
）

（
基
幹
労
連
）

（
J
P
労
組
）

（
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
）

理

事

長

副
理
事
長

専
務
理
事

理

事

々々々々々々々々

羽
明　

省
三

嶋
﨑　

龍
生

川
辺　
　

修

佐
藤　

寛
人

村
田　

正
利

森　
　

政
文

横
道　

信
哉

羽
田　

周
二

髙
橋　

和
善

開
田　

恵
三

広
瀬　

文
明

安
東　

伸
彦

（
情
報
労
連
）

（
化
学
総
連
）

（
全
国
一
般
）

（
私
鉄
総
連
）

（
全
労
済
）

（
西
大
分
地
区
推
進
委
員
会
）

（
東
大
分
地
区
推
進
委
員
会
）

（
別
杵
地
区
推
進
委
員
会
）

（
臼
津
地
区
推
進
委
員
会
）

（
豊
肥
地
区
推
進
委
員
会
）

（
県
北
地
区
推
進
委
員
会
）

（
久
大
地
区
推
進
委
員
会
）

（
佐
伯
地
区
推
進
委
員
会
）

亀
井　

弟
二

工
藤　

健
一

朝
来　

素
生

竹
下　

正
行

椋
野
美
智
子

馬
見
塚　

剛

野
畑
由
紀
夫

矢
須
田　

士

長
田　

徳
行

安
東　

大
暁

久
恒　
　

薫

後
藤　

幸
紀

上
田　
　

徹

総合生協の日帰りバスツアー
々々々々々々々々々々々々々

（
中
央
推
進
会
議
）

（
連
合
大
分
）

（
労
福
協
）

監

事

長

監

事

々

阿
部　
　

巌

後
藤　

泰
宏

諸
冨　

幹
夫

福岡ヤフードーム
野球観戦ツアー
福岡ヤフードーム
野球観戦ツアー
福岡ヤフードーム
野球観戦ツアー

みんな
で

応援し
よう！

0120-557-887 ☎097-567-2300 （水曜日定休）



第
一
回
評
議
員
会
開
催

(5)　第 82 号 2008年９月１日（財）県民共済会　☎097-538-2624
　

県
民
共
済
会
は
、
二
〇
〇
八
年

七
月
三
十
日
、
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ

に
て
二
〇
〇
八
年
度
第
一
回
評
議

員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
評

議
員
定
数
二
十
四
名
に
対
し
、
出

席
評
議
員
二
十
名
（
委
任
含
む
）

に
よ
り
、
評
議
員
会
の
成
立
が
宣

言
さ
れ
、
議
長
に
佐
藤
評
議
員
を
、

議
事
録
署
名
人
に
長
田
・
河
津
両

評
議
員
を
選
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、

❶
二
〇
〇
七
年
度
事
業
報
告

❷
共
済
契
約
の
全
労
済
移
行
に
関

　

す
る
検
討
経
過

❸
二
〇
〇
七
年
度
決
算
報
告
な
ら

　

び
に
監
査
報
告

❹
二
〇
〇
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）

❺
二
〇
〇
八
年
度
事
業
予
算
（
案
）

❻
役
員
（
理
事
・
監
事
）
変
更

❼
そ
の
他

　

の
全
て
の
議
案
に
対
し
満
場
一

　

致
で
、
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

　

た
。

❶
共
済
事
業
収
入

　

共
済
事
業
の
受
入
掛
金
合
計
は

　

九
億
八
、
四
七
四
万
円
と
な
り
、

　

前
年
度
と
比
べ
て
三
、
八
四
七

　

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

❷
共
済
事
業
支
出

　

共
済
事
業
支
出
の
総
額
は
七
億

　

九
、
四
四
一
万
円
と
な
り
ま
し

　

た
。
こ
れ
は
前
年
と
比
較
し
九

　

九
二
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

　

た
。

❸
管
理
費

　

管
理
費
は
、
一
億
二
、
七
六
三

　

万
円
と
な
り
前
年
と
比
較
し

　

一
、
七
七
五
万
円
の
減
少
と
な

　

り
ま
し
た
。

❹
有
価
証
券
の
売
却

　

前
年
ま
で
保
有
し
て
い
た
有
価

　

証
券
（
二
一
億
六
、
四
三
三
万

　

円
）
に
つ
い
て
、
共
済
契
約
の

　

今
後
の
方
向
性
を
見
据
え
、
全

　

て
売
却
し
、
新
た
に
短
期
国
債

　

等
（
十
九
億
九
、
六
〇
九
万
円
）

　

を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　

売
却
益
三
、
九
二
〇
万
円
、
売

　

却
損
七
五
一
万
円
を
経
常
し
ま

　

し
た
。

❺
経
常
外
支
出

　

財
団
で
保
有
し
て
い
る
「
土
地
」

　

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
購
入
額
を

　

帳
簿
価
額
と
し
て
適
用
し
て
い

　

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
方

　

向
性
を
見
据
え
、
不
動
産
鑑
定

　

評
価
を
行
い
、
適
正
な
評
価
額

　

に
是
正
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　

六
、〇
八
八
万
円
の
評
価
損
を

　

経
常
し
ま
し
た
。

❻
正
味
財
産
増
減
額

　

一
般
正
味
財
産
は
、
経
常
収
入

　

合
計
一
〇
億
五
、〇
九
八
万
円

　

か
ら
経
常
支
出
九
億
八
、
九
九

　

三
万
円
と
経
常
外
支
出
六
、〇

　

八
八
万
円
を
差
引
き
、
当
期
一

　

般
正
味
財
産
増
減
額
は
一
七
万

二
〇
〇
八
年
度
　

理
事
・
監
事

理

事

長

副
理
事
長

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事

亀
山　
　

哲

嶋
﨑　

龍
生

飯
田
三
喜
雄

米
田　

正
規

田
中　

博
文

首
藤　

浩
二

橋
本　

敏
雄

朝
来　

素
生

古
城　

真
代

広
瀬　

文
明

阿
部　
　

巌

諸
冨　

幹
夫

棚
村　

和
秀

西
田　
　

收

宇
野　
　

稔

甲
斐　

秀
樹

後
藤　

俊
一

正味財産増減計算書（2007年6月1日～2008年5月31日）

科　　　目
Ⅰ.一般正味財産増減の部
　1.経常増減の部
　　(1)経常収益
　　　　　①基本財産運用益
　　　　　②特定資産運用益
　　　　　③雑収益
　　　　　④受取会費
　　　　　⑤共済事業収益
　　　　　⑥有価証券売却益

経常収益計
　　(2)経常費用
　　　　　①共済事業費
　　　　　②管理費
　　　　　③有価証券売却損
　　　　　④減価償却費
　　　　　⑤退職給付費用

経常費用計
2.経常外増減の部
　　(1)経常外収益
　　　　　①基本財産評価益
　　　　　②固定資産売却益　　　

経常外収益計
　　(2)経常外費用
　　　　　①固定資産評価損
　　　　　②固定資産売却損
　　　　　③前期決算修正損　　　

経常外費用計
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高額
一般正味財産期末残高額

Ⅱ.指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高額
指定正味財産期末残高額

Ⅲ.正味財産期末残高

10,019,680
16,158,761
630,494
222,000

984,746,643
39,207,800

1,050,985,378

794,417,874
127,631,125
7,512,200
14,584,401
45,785,380
989,930,980

0
0
0

60,874,660
0
0

60,874,660
179,738

298,594,646
298,774,384

0
0

350,000,000
350,000,000
648,774,384

10,019,680
18,882,721
497,528

0
946,272,898

   
976,222,827

804,343,588
145,389,734
3,414,000
6,362,174
3,938,302

963,447,798

0
70,000
70,000

0
66,000

-174,635
-108,635

12,953,665
285,640,981
298,594,646

0
0

350,000,000
350,000,000
648,594,646

0
-2,723,960
132,966
222,000

38,473,745
38,657,800
74,762,551

0
-9,925,714
-17,758,609
4,098,200
8,222,227
41,847,078
26,483,182

0
0
0

-70,000
-70,000

0
60,874,660
-66,000
174,635

60,983,295
-12,773,927
12,953,665
179,738

0
0
0
0
0

179,738

㈶大分県勤労県民共済会
貸 借 対 照 表（2008年5月31日現在）

㈶大分県勤労県民共済会

科　　　目
Ⅰ.資産の部
　1.流動資産
　　　(1)現金および預金
　　　(2)未収共済掛金
　　　(3)その他の流動資産

流動資産合計
　2.固定資産
　　　(1)基本財産
　　　(2)特定資産
　　　(3)その他固定資産

固定資産合計
資産の部合計

Ⅱ.負債の部
　1.流動負債
　　　(1)未経過共済掛金
　　　(2)支払備金
　　　(3)前受共済掛金
　　　(4)未払共済手数料
　　　(5)その他の流動負債

流動負債合計
　2.固定負債
　　　(1)退職給付引当金
　　　(2)共済責任準備金
　　　(3)異常危険準備金

固定負債合計
負債の部合計

Ⅲ.正味財産の部
　1.指定正味財産
　　　(1)基本金
　　　(2)冠婚葬祭共済基金

指定正味財産合計
（うち基本財産への充当額）
（うち特定資産への充当額）

　2.一般正味財産
　　　(1)次期繰越正味財産額

一般正味財産合計
（うち基本財産への充当額）
（うち特定資産への充当額）

正味財産の部合計

421,447,353
8,831,291
3,284,676

433,563,320

358,700,660
1,996,092,500
71,005,921

2,425,799,081
2,859,362,401

59,340,880
200,105,935
15,351,071
59,162,657
8,040,307

342,000,850

79,535,818
1,504,515,135
284,536,214

1,868,587,167
2,210,588,017

200,000,000
150,000,000
350,000,000
350,000,000

298,774,384
298,774,384
8,700,660

0
648,774,384

194,636,239
6,122,635

243,524,999
444,283,873

250,492,000
1,922,022,000
145,706,982

2,318,220,982
2,762,504,855

55,618,742
211,094,179
16,201,601
58,571,396
8,316,323

349,802,241

33,750,438
1,470,144,806
260,212,724

1,764,107,968
2,113,910,209

200,000,000
150,000,000
350,000,000
350,000,000

0

298,594,646
298,594,646
8,700,660

0
648,594,646

226,811,114
2,708,656

-240,240,323
-10,720,553

108,208,660
74,070,500
-74,701,061
107,578,099
96,857,546

3,722,138
-10,988,244
-850,530
591,261
-276,016

-7,801,391

45,785,380
34,370,329
24,323,490
104,479,199
96,677,808

0
0
0
0
0

179,738
179,738

0
0

179,738

2007年度決算額 2006年度決算額 増減 2007年度決算額 2006年度決算額 増減

　

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
指

　

定
正
味
財
産
は
、
増
減
額
が
な

　

く
、
前
期
繰
越
一
般
正
味
財
産

　

額
と
前
期
繰
越
指
定
正
味
財
産

　

額
を
加
え
、
当
期
正
味
財
産
額

　

の
総
額
は
六
億
四
、
八
七
七
と

　

な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
決
算
概
況

二
〇
〇
八
年
度

第
一
回
評
議
員
会
開
催
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県
生
協
連
で
は
、
８
月
２
日
（
土
）

に
「
第
17
回
親
子
で
考
え
る
平
和
の

つ
ど
い
」を
、
県
内
12
生
協
よ
り
組
合

員
や
そ
の
家
族
230
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
親
子
で
考
え
る
平
和
の
つ

ど
い
」は
、
今
ま
で
の
平
和
行
進
や
集

会
を
昨
年
か
ら
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後

世
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
身
近
に
あ
る

戦
争
遺
跡
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

自
分
の
目
で
見
て
、「
二
度
と
戦
争
は

し
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
再
確
認

す
る
バ
ス
で
訪
ね
る
大
分
県
の
戦
争

遺
跡
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
訪
れ
る
遺
跡
を
変
え
、
さ
ら

に
は
中
津
・
宇
佐
、
佐
伯
か
ら
も
新

た
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
は
、佐
伯
・

臼
杵
、
大
分
・
別
府
地
区
か
ら
中
津

市
の
八
面
山
平
和
公
園
、
宇
佐
市
の

宇
佐
海
軍
航
空
隊
跡
地
、
日
出
町
の

大
神
天
神
社
を
回
り
、
中
津
市
の
八

面
山
平
和
公
園
で
は
、
林
一
也
宇
佐

市
教
育
委
員
会
文
化
係
長
が
米
軍
の

Ｂ
29
と
日
本
軍
の
戦
闘
機
の
空
中
戦

の
様
子
を
話
さ
れ
ま
し
た
。通
常
は

開
館
し
て
い
な
い
記
念
館
を
特
別
に

開
館
い
た
だ
き
、
日
米
の
若
い
兵
士

の
写
真
や
Ｂ
29
の
破
片
、Ｂ
29
に
体

当
た
り
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
村
田
勉

曹
長
の
「
笑
ッ
テ
大
空
ニ
散
ル…
…

」

と
の
遺
書
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ
の
後
、
林
係
長
の
案
内
で
宇
佐

市
の
宇
佐
海
軍
航
空
隊
跡
地
へ
、
こ

の
航
空
隊
は
鹿
児
島
県
鹿
島
基
地
に

司
令
部
が
置
か
れ
、
宇
佐
は
後
方
基

地
と
な
り
、
１
９
４
１
年
２
月
18
日

に
は
飛
行
学
生
な
ど
の
搭
乗
員
に
対

し
て
特
別
攻
撃
訓
練
が
開
始
さ
れ
、

沖
縄
周
辺
の
米
艦
船
へ
の「
特
攻
」作

戦
が
開
始
さ
れ
、
４
月
２
日
の
第
１

陣
以
来
八
次
に
わ
た
る
出
撃
で
154
名

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
宇
佐
は
「
特

攻
」の
後
方
基
地
と
な
る
と
、
幾
度
と

な
く
米
軍
に
よ
る
空
襲
を
受
け
、
周

辺
の
村
も
焼
か
れ
た
た
め
に
、
航
空

隊
の
兵
士
だ
け
で
な
く
多
く
の
住
民

も
戦
死
し
ま
し
た
。跡
地
は
戦
時
中

の
空
襲
や
戦
後
処
理
で
ほ
と
ん
ど
消

滅
し
ま
し
た
が
、落
下
傘
整
備
所
、爆

弾
池
、連
光
寺
の
生
き
残
り
門
、防
空

壕
跡
、滑
走
路
跡
、掩
体
壕
跡
等
が
今

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
豊
後

高
田
市
の
昭
和
の
町
で
昼
食
後
、
散

策
し
て
、
日
出
町
の
大
神
天
神
社
へ

と
ま
わ
り
ま
し
た
。現
地
で
は
魚
住

修
三
さ
ん
が
ガ
イ
ド
を
い
た
だ
き
、

１
９
４
１
年
に
大
神
の
海
に
面
し
た

広
大
な
土
地
を
海
軍
工
廠
用
地
と
し

て
強
制
買
い
上
げ
を
し
た
が
建
設
さ

れ
ず
、
回
天
の
訓
練
基
地
に
転
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
神
基
地
は
海
岸
部
か
ら
発
射
す

る
た
め
の
基
地
で
、
基
地
の
建
設
作

業
に
は
杵
築
中
学
の
動
員
学
徒
、
朝

鮮
人
も
多
数
使
役
さ
れ
、
１
９
４
５

年
３
月
か
ら
大
神
突
撃
隊
司
令
山
田

盛
重
大
佐
以
下
２
、０
０
０
名
が
到
着

し
、
訓
練
さ
れ
た
搭
乗
員
の
一
部
は

再
配
置
し
ま
し
た
が
、
出
撃
す
る
こ

と
な
く
８
月
15
日
敗
戦
を
迎
え
解
隊

し
ま
し
た
。

　

敗
戦
直
後
基
地
に
は
16
基
が
残
存

し
て
い
ま
し
た
が
解
体
さ
れ
た
も
の

と
、
日
出
沖
の
海
中
に
投
棄
さ
れ
た

も
の
も
あ
り
、
そ
の
１
基
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
回
天
」
は
死
の
人
間
魚
雷
で
す
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
は
見
な
か
っ
た

回
天
魚
雷
の
訓
練
に
使
っ
た
プ
ー
ル

や
回
天
魚
雷
を
格
納
し
て
い
た
壕
も

見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
俳
人
九
条
会
の
田

口
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
遺

跡
め
ぐ
り
を
し
た
感
想
を
俳
句
に
思

い
を
こ
め
た
も
の
を
大
分
・
別
府
か
ら

参
加
し
た
方
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
22

名
の
方
か
ら
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
田
・
中
津
・
宇
佐
地
区

か
ら
は
佐
伯
市
の
佐
伯
平
和
祈
念

館
、
丹
賀
砲
台
園
地（
海
軍
要
塞
跡
）、

鶴
見
崎
自
然
公
園
・
鶴
見
崎
灯
台（
鶴

見
崎
防
備
衛
所
跡
）を
回
り
ま
し
た
。

　

佐
伯
市
は
、
１
９
４
３
年
に
海
軍

佐
伯
航
空
隊
が
開
隊
し
軍
部
と
し
て

豊
後
水
道
一
帯
の
防
衛
の
任
に
あ
た

る
こ
と
に
な
り
、
太
平
洋
戦
争
の
発

端
と
な
っ
た
真
珠
湾
攻
撃
を
前
に
し

て
、
佐
伯
湾
に
連
合
艦
隊
の
機
動
部

隊
が
集
結
し
て
、
模
擬
演
習
が
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
佐
伯
市
も
た
び

た
び
の
激
し
い
空
爆
を
受
け
て
多
く

の
市
民
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
も
つ
こ
と

に
鑑
み
、
こ
の
痛
ま
し
い
史
実
を
後

世
に
正
し
く
伝
え
、
二
度
と
戦
争
を

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え
る

た
め
に
平
和
祈
念
館
が
１
９
９
７
年

４
月
、
旧
海
軍
兵
舎
の
跡
地
を
公
園

化
し
た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
一
角

に
、
平
和
祈
念
館「
や
す
ら
ぎ
」を
開

館
し
ま
し
た
。周
辺
は
、
各
種
特
殊
地

下
壕
、掩
体
壕
、通
信
所
、火
薬
庫
、機

銃
砲
座
な
ど
の
多
数
の
戦
跡
が
、
今

な
お
当
時
の
悲
惨
さ
を
語
り
つ
づ
け

て
い
る
地
域
で
す
。

　

祈
念
館
で
は
館
長
は
じ
め
職
員

が
、
展
示
さ
れ
て
い
る
①
佐
伯
と
海

軍
航
空
隊
、②
佐
伯
海
軍
航
空
隊
の

記
録
、③
戦
争
と
佐
伯
の
人
々
、④
戦

後
世
界
の
半
世
紀
、⑤
平
和
を
考
え

る
、
の
５
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
コ
ー
ナ
ー
を
回
り
、
遺
品
や

実
物
資
料
、
回
顧
録
を
目
に
し
た
と

い
、当
時
の
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、悲
惨

さ
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
こ
と
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。帰
る
際
に
、
日
田

市
民
生
協
か
ら
参
加
さ
れ
た
子
ど
も

さ
ん
か
ら
館
長
に
平
和
を
祈
っ
て
千

羽
鶴
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
鶴
見
崎
自
然
公
園
・

鶴
見
崎
灯
台
（
鶴
見
崎
防
備
衛
所
跡
）

に
向
い
、
丹
賀
砲
台
の
代
替
施
設
と

し
て
３
月
着
工
、
９
月
完
成
の
突
貫

工
事
で
完
成
さ
れ
、
１
９
４
５
年
８

月
の
終
戦
に
砲
身
な
ど
は
海
中
に
投

棄
さ
れ
た
。そ
れ
ぞ
れ
45
口
径
15
セ

ン
チ
の
カ
ノ
ン
砲
の
４
つ
の
砲
座
跡

を
見
学
す
る
予
定
で
し
た
が
崖
崩
れ

が
あ
り
見
学
で
き
ず
、
灯
台
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
丹
賀
砲
台
園
地（
海
軍
要

塞
跡
）
に
向
い
ま
し
た
。丹
賀
砲
台

は
、
豊
予
要
塞
の
一
翼
と
し
て
１
９

２
４
年
１
月
に
起
工
、
１
９
２
９
年

１
月
に
完
成
し
ま
し
た
。こ
の
砲
台

に
は
一
次
大
戦
後
の
海
軍
軍
縮
条
約

の
た
め
に
廃
艦
と
な
っ
た
巡
洋
艦

「
伊
吹
」
か
ら
45
口
径
30.5
セ
ン
チ
の
カ

ノ
ン
砲
連
装
２
門
を
転
用
し
、
装
甲

し
た
射
撃
室
だ
け
を
丘
陵
の
上
に
置

き
、
砲
塔
の
下
部
施
設
と
弾
薬
庫
や

機
械
室
そ
の
他
の
大
規
模
な
作
業
空

間
は
、
海
岸
レ
ベ
ル
ま
で
の
地
下
に

埋
設
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

射
程
距
離
は
３
０
、０
０
０
メ
ー
ト

ル
、首
線
方
向
Ｓ
Ｅ
60
度
、射
界
210
度

で
、
豊
後
水
道
の
中
央
部
海
域
を
対

岸
の
由
良
崎
近
く
ま
で
カ
バ
ー
で
き

る
は
ず
で
し
た
が
、
１
９
４
１
年
12

月
８
日
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、

砲
台
も
少
数
要
員
に
よ
る
装
備
維
持

だ
け
の
体
制
で
、
１
９
４
２
年
１
月

11
日
、
実
弾
射
撃
を
試
み
た
最
後
の

一
発
が
右
砲
身
内
で
暴
発
し
、
隊
長

以
下
16
名
が
死
亡
、
40
名
が
負
傷
す

る
と
い
う
大
事
故
と
な
り
、
役
割
を

果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
砲
台
園
地
に
は
、
砲
台
ド
ー

ム
と
施
設
跡
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

慰
霊
碑
、
鶴
見
町
の
戦
争
で
亡
く
な

ら
れ
た
477
名
の「
平
和
の
塔
」が
あ
り

ま
す
。

　

現
地
で
は
、
鶴
見
地
区
の
広
津
留

由
紀
子
さ
ん
ら
２
名
の
方
か
ら
説
明

を
い
た
だ
き
、
日
田
市
民
生
協
か
ら

参
加
さ
れ
た
子
ど
も
さ
ん
か
ら
平
和

の
塔
に
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ご
冥
福
を
祈
っ
て
千
羽
鶴
を
飾
り
ま

し
た
。

　

こ
の
戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
に
参
加
さ

れ
た
多
く
の
方
か
ら
は
、「
戦
争
と
い

う
悲
劇
を
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。近
く
に
こ
ん
な
惨
劇
が
あ
っ

た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
、
後

生
に
伝
え
て
い
き
た
い
。来
年
も
是

非
、
参
加
し
た
い
。」
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
戦
争
遺
跡
め
ぐ
り

の
実
施
に
あ
た
り
、「
平
和
の
た
め
の

戦
争
展 

in 

大
分
実
行
委
員
会
」の
長

野
事
務
局
長
、
古
代
朝
鮮
文
化
を
考

え
る
会
の
松
尾
則
男
さ
ん
、
俳
人
九

条
の
会
の
田
口
次
郎
さ
ん
に
は
、
バ

ス
に
同
乗
し
説
明
者
と
し
て
の
役
割

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

お
お
い
た
の
戦
争
遺
跡
か
ら
学
ぼ
う

親
子
で
考
え
る
平
和
の
つ
ど
い

第１７回
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夏
期
に
は
専
門
学
校
や
短
大
な

ど
か
ら
研
修
や
体
験
実
習
の
要
請

が
あ
り
ま
す
。
期
間
は
２
〜
３
日

か
ら
２
週
間
程
度
と
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
ま
た
、
受
け
入
れ
る
職
場
の

都
合
も
あ
っ
て
一
度
に
大
勢
は
困

難
な
の
で
、
や
り
繰
り
に
苦
労
し

ま
す
が
、
私
た
ち
の
職
場
で
研
修
・

体
験
し
た
こ
と
が
将
来
の
進
路
な

ど
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
の
で
あ

れ
ば
と
い
う
こ
と
で
引
き
受
け
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
も

夏
休
み
前
に
稙
田
東
中

学
校
の
２
年
生
の
男
子

２
名
と
女
子
４
名
が
３

日
間
、「
キ
ャ
リ
ア
・

ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」

で
病
院
内
の
リ
ハ
ビ
リ

や
給
食
、
病
棟
、
外
来

部
門
と
訪
看
や
ヘ
ル

パ
ー
同
行
な
ど
で
体
験

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー

ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」
の
取

り
組
み
は
、
職
場
体
験

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

に
勤
労
や
職
業
と
自
分

の
人
生
と
を
関
連
づ
け

て
考
え
る
機
会
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。
指
導
に

当
た
る
先
生
方
は
、
子

ど
も
た
ち
が
希
望
す
る

職
業
や
職
場
へ
の
依
頼
や
日
程
調

整
な
ど
に
も
苦
労
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

医
療
職
場
は
衛
生
面
や
感
染
対

策
な
ど
気
を
つ
け
る
こ
と
も
多
く

て
希
望
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
地
域
の
子

ど
も
た
ち
を
地
域
の
企
業
や
職
場

が
一
緒
に
育
て
て
い
く
と
い
う
立

場
で
協
力
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

夏
期
実
習
に
協
力
！

夏
期
実
習
に
協
力
！

夏
期
実
習
に
協
力
！

　

06
年
４
月
の
介
護
保
険
報
酬
改

定
以
後
、
介
護
の
現
場
や
利
用
者

の
方
等
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
と

怒
り
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
が
、

早
く
も
来
年
４
月
に
は
３
度
目
の

報
酬
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
す
で
に
い
く
つ
か

の
テ
ー
マ
を
巡
っ
て
は
、
厚
労
省

の
社
会
保
障
審
議
会
の
部
会
や
検
討

会
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
改
定
で
は
、①
新
予
防

給
付
、
地
域
支
援
事
業
の
創
設
。

②
施
設
給
付
に
居
住
費
・
食
費
負

担
の
導
入
。③
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
創
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
財
政
論
に

基
づ
く
利
用
制
限
と
利
用
者
へ
の

負
担
増
を
求
め
る
も
の
で
し
か
な

く
、
介
護
保
険
制
度
の
理
念
や
根

幹
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
８
年
、

い
ま
な
お
要
介
護
高
齢
者
は
、
そ

の
介
護
度
に
応
じ
た
利
用
限
度
額

の
半
分
程
度
し
か
介
護
保
障
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
実
態
も

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
も

そ
も
限
度
額
と
は
、
在
宅
生
活
を

維
持
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
表
し
た
も
の
で
す
。
利
用
し

な
い
の
で
は
な
く
利
用
が
制
限
さ

れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
改
定
で
は
、
利
用
者

や
現
場
の
声
に
目
を
背
け
る
こ
と

な
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
利
用
者

の
理
解
も
介
護
労
働
者
の
確
保
も

ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、
制
度
の
崩

壊
と
い
う
深
刻
な
危
機
を
呼
び
込

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
の
職
場
で
は
現
場

の
意
見
を
集
約
し
て
関
係
団
体
と

一
緒
に
政
府
に
届
け
る
準
備
を
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
声
を
集

約
し
て
国
に
届
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て

介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て

　ちょっとした距離でも歩かないでクルマに乗っていませ

んか。近ごろはデスクワークが多くて体を動かしてないと

感じていませんか。

　家の中でも便利なものに囲まれています。リモコンひと

つでテレビもビデオもエアコンもいろいろと操作できま

す。掃除や洗濯などの時にでも意識して体を動かすように

しないと運動不足になっていまします。

　運動といっても大袈裟に考えなくても、毎日少し早足で

歩き、エレベーターは使わずに階段を上がる、といったこ

とでも十分です。

　健康づくりのために意識して運動するにしても、ウォー

キングや水泳といった適度な有酸素運動を無理しないで続

けることが大切です。身体を動かすことでオーバーウエイ

とやそこから生じる循環器系の病気や糖尿病などの病気を

防ぎましょう。

健康メモ運動と健康運動と健康運動と健康

ウォーキングなら、少し早足

で30分くらい歩くのが目安

になります。体脂肪が燃え始

めるには約20分かかります

から、少なくともそれ以上は

続けることが必要です。

運動の目安



第 82 号 2008年９月１日　(8)

お問い合せは　九州ろうきん　おおいた　　　0120-567863
ゴウロクシチハチ ロウキンサン

九州ろうきん　☎097-536-2211
　

推
進
委
員
研
修
会
は
ろ
う
き
ん

の
現
状
や
運
動
・
推
進
課
題
に
つ

い
て
意
思
統
一
す
る
と
と
も
に
、

各
地
区
推
進
機
構
お
よ
び
会
員
相

互
の
交
流
を
通
し
て
活
動
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
県
下
７
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
よ
り
地
域
密
着
し
た
研

修
会
と
し
て
、
７
月
25
日
か
ら
８

月
26
日
に
か
け
、
会
員
の
代
表
者

お
よ
び
青
年
部
・
女
性
部
代
表
の

方
々
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
組
合
員
の
生
活

応
援
運
動
で
あ
る
「
し
あ
わ
せ
創

造
運
動
」（
３
つ
の
柱
＝
生
活
設

計
・
生
活
改
善
・
生
活
防
衛
）
の

一
環
と
し
て
、
県
統
一
テ
ー
マ
に

「
家
計
支
出
の
見
直
し
で
生
活
改

善
を
！
」
と
題
し
て
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
設
計
の
重
要
性
を
基
本
に
、

①
多
重
債
務
の
現
状
、②
貸
金
業

法
の
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
、③

多
重
債
務
を
解
決
す
る
手
続
き
や

九
州
ろ
う
き
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
弁
護
士
・
司
法
書
士

と
の
協
力
体
制
を
構
築
）、⑤
ろ
う

き
ん
と
労
働
組
合
の
役
割
、
等
に

つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用

し
た
、問
題
提
起
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
推
進
委
員
会
も

ブ
ロ
ッ
ク
独
自
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
日
本
経
済
と
日
本
銀
行
の
金
融

政
策
」（
日
銀
大
分
支
店
長
　

鎌

田
沢
一
郎
氏
）、「
悪
質
商
法
と
相

談
事
例
」（
県
消
費
生
活
・
ア
イ

ネ
ス
　

渡
邊
好
氏
）、「
し
あ
わ
せ

創
造
運
動
は
職
場
か
ら
」（
九
州

労
金
講
師
団
講
師
　

稲
尾
聡
文
氏

／
県
教
組
別
府
支
店
）、
九
州
労

金
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
制
度
の
助
成
団
体

「
Ａ
Ｐ
Ｕ
愛
の
波
」（
代
表
　

松
本

裕
未
氏
／
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
）
か
ら
の
活
動
報
告
、「
大

分
県
内
の
多
重
債
務
対
策
」
等
、

様
々
な
研
修
・
講
演
会
が
企
画
さ

れ
、
研
修
後
の
意
見
交
換
も
活
発

に
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
好
評
で
し
た
。

ローンのことなら、

平　日（月～金）
土・日
祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します）

営業時間

AM10：00～PM7：00
AM10：00～PM5：00

お気軽にどうぞ!

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階
※必ず事前にご予約ください。

ろうきん  ローンセンターおおいた
昭和通り

国道10号

ジャングル公園

大分市役所

大分郵便局

トキハ
ソレイユ

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→
大分駅

大
道
陸
橋

ローンセンターは
3Fです!!

ろ
う
き
ん

三重・竹田

別府・国東

中津・宇高

鶴崎・佐賀関

佐伯・臼杵津久見

大分・県庁

日田・玖珠

7月25日（金）

7月25日（金）

8月  1日（金）

8月  1日（金）

8月  5日（火）

8月21日（木）

8月26日（火）

ブロック（地区） 開催日時

ブロック別推進研修会開催日

家
計
支
出
の
見
直
し
で
生
活
改
善
を
！

テ
ー
マ
に
県
下
７
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

九
州
労
働
金
庫
大
分
県
本
部

県
本
部
長
　

棚
村
　

和
秀

　

２
０
０
８
年
６
月
に
行
わ
れ
た

九
州
労
金
第
７
回
通
常
総
会
で
前

南
県
本
部
長
の
後
任
と
し
て
大
分

県
本
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

棚
村
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
労
金
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
会
員
・
間
接
構
成
員
数
の
減

少
に
加
え
、
自
由
金
利
に
よ
る
他

行
と
の
熾
烈
な
競
争
な
ど
極
め
て

厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

厳
し
い
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
に

は
、
労
金
の
原
点
を
踏
ま
え
会
員

皆
様
方
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
化
し
、
会
員
は
勿
論
、
構

成
員
に
も
労
金
の
意
義
を
ご
理
解

い
た
だ
く
と
共
に
、
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
安
心
さ
れ
る
労
金
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
九

州
労
金
と
し
て
競
争
に
生
き
残
る

為
、
そ
し
て
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
為
に
６
月
の
総
会

で
、①
日
本
労
金
構
想
、②
九
州
管

内
の
支
店
の
統
廃
合
と
い
う
方
向

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
支
店
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
09
年
〜
10
年
に
か
け
て
現
在

94
店
舗
あ
る
支
店
を
15
店
舗
程
度

統
廃
合
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
に
直
接
的
な

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
だ
け
に
会
員

か
ら
納
得
を
得
ら
れ
る
十
分
な
対

応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
と
一
緒
に
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
為
に
、
労
金

の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
所
存

で
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
挨
拶

と
し
ま
す
。

全
県
ブ
ロ
ッ
ク
別
推
進
研
修
会
開
催

全
県
ブ
ロ
ッ
ク
別
推
進
研
修
会
開
催

全
県
ブ
ロ
ッ
ク
別
推
進
研
修
会
開
催

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

津久見・佐伯・臼杵ブロック研修
で講演している

九州労金講師団講師／稲尾聡文氏

熱心に聞き入る豊肥ブロック推進委員の皆さん

県統一テーマを提起する吉田業務推進課長


